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さいがいじ

＊災害時、
ちょうかくしょうがいしゃ

聴覚障害者は・

じょうほう しょうへき

情報とコミュニケーションにバリア（障壁）があります。

．
 

ー

．
 

鵞 ちょう~<しょうがい L ゃ おと じ‘ょうほう tが‘ こえ 分‘

瞑見 F章宕者は、音から情報を得る二とが‘籍しく、声を使ったコミュニ

l• ちじ｀よっ せ9,h‘，， じ‘ぶん ，＇ ，，た

ケーションが‘て＂きません o B常の生；名においても自分の言いたい二とが4云キ

らなh‘ ，，，たり、崩二えな＼ Iため I"樹，ぎの柑和つからもi又りる、すれるなど` 、；l‘肴ぷ
おお

とコミュニケーショ 1/l：：：大きなI!llアが‘あります。

はんしん あわじ｀だいしんヤ 99 わ` っこう こうみんかんなじ‘ tなんじ｀よ Lよくりよっ

限神・：紅名大霞努のときも、労校や公民館等が控釉所となり、そ二て＂は食料

きゅうえん'，!っしなピ｀ はい ，J、 じ‘ょうほう こうないほうそう かくせいき

や森援物習等が配かすれました oしかし、そうした情報が、枝内放送や拡戸謡

，，がおんで あんない ちょう侶しい玉｀， Lゃ はいきゅう ぎ‘ょう知 め

など｀を使い音声て＂案内すれたため、瞑見和。者は、配給 ‘(7'¥ 子々万りは目 l：：：して

ぎ‘ょうれつ はいきゅうう おお

も、なん (J¥〒々 1iりな (J¥h‘知る二とがて＂ぎず、配給を受けられな＼ l二とも％ ＜あ

りました o

ふっこう やくしょ おお じ｀たてつづ' L” わ

また、薦筋から (J¥1輝 l＝あけ、り3所て'’タ夕<(J¥事務牛緑きがありましたが、牛言舌
tと まど`ぐ＇ち せつめ" C‘w 9ぶん

(J¥て̀ ＇きる人が‘いない窓、口て＂は、説明を十分 I＝受けられませんて` ＇した Q

ャぃ岱いはっせい ，，、っこう あいだ＇き ヤまざ｀まこんなん L 

努宅岱発生し、 1ぼ雫するまて｀｀の問、暦二えない二とて｀｀様々な困勤を強いられ

はんしん あわじ＇だいしんヤ 99 9ヤ999ヤん ちょうかく Lよっ岱いしゃ すいが‘"じ＇ こま ちょうかく

た限神・：沿且各大霞努 (J¥系毛艮令をもとに、耳兎覚桔宅君硲怨害時に困る二と、耳兎覚

籍喩,届̂ (J¥妥漏て＂伝箪なi正ぬゃ伍柑ふtをまとめました。こ］：て｀‘も劣<(J\ ぃ~に
ヤ"がいじ｀ ちょうかくしよっ枢9,Lゃ じ‘ょうきょう りかい ちょうヽ よっ枢"Lゃ

怨春時における瞑覚榜宅者の斗t；尺をぎ理解いただ｀き、眼、他籍害者＾の

Lえん やく仕＇

這疇立てていただ｀きたい叶ぶ 1ます。

゜



ちょうかくしょうがいしゃ 1まうぽう

＊聴覚障害者のコミュニケージョン方法

ちょうかくしょうh̀’＇しゃ つ まったキ しゃ，t,9ど＇なんちょう 一ぅど｀

瞑覚榜宅者は、生まれつき全く閉二えないろう者、軽唐釉眼から忠度

なんちょう なんちょうしゃ せいちょう がてい ちょう~< うしな いうと Lっちょうしゃ aa  
釉瞑まて＇’の釉瞑角、成長する過程て＂瞑見を失った中途失瞑角と様々て'’す。

L，ちょう じ‘ぎ そだ がんぎょうなど‘ 9こうほう こと

失眼した時杷ゃ育，，，た項渡等により、コミュニケーションか去毛異なります。

tと あ lまうほう じ‘ょうほう った

その人に合わせた大；五て｀＇、情報を伝えてく t：：`古＼ lo

• • ■ • • ．．． 直

¢¥藷

¢柑藷

て からだ め うざ かお tょうじ＇ょう ，，か はなし

牛、 4本、目 17¥飯き、湖17¥表惰など｀を使＼ l話をします。

h‘，，て もじ‘h‘

紙や手 (/¥tらに女字を書きます。だィントを

かんしtっ

崩知iかりやすく、 ひらがなtどけて＂はなく、
，，ヽんじ、もち わ

漢字も用いたほうが分かり国いて｀｀す。

と‘くわ こうわ あいて くち み

¢ 読話 (P話）相手 (J¥口を見て‘
こと Lt ょ と ほうほう

言葉を読み耶る力：五て＂す。

くちおお あ はな

口を大きく問厨、 1ま，，き I1話して<rどさ Il Q ，
 

咆
R

くちうざ わ あか 9f Lょはな

ロの動き岱分かるように、明る＼ l場所て` ＇話しましょう。

”琵，，つよういじ＇ょう はな わ

（大 Fや必票以上に巾っくり言舌すとかえ、って分かりにく＼ lて＂す o)
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くっちゅっ もじ‘ h‘ 

空中に女字を書きます。

からだ うさ＇ ，，h‘ ，，た

佐の弗ぎやジェスチャーを使，，，て伝えます。

ぶん Lょう にがて かた ，，，うこう

女奪が苦手な力には有効て＂す。

がしめん ，，が あいて ，， te ，●うほう

f-一9レ画面を使って相牛に伝える方法て＂す。

゜



中吠毛じ‘

g咋丈字
おん 中び' h‘たち tょうげん

50音をキ和の勅て｀｀表戎します。

ゆびもじ おぽ

指文字を覚えましょう .“
 0, 

1 

”も占 あいて Lよ 9めん しょうめん みぞ

＊栢女手は栢手（正面）から見た図て＂す o (※ l＝ついては正面よりやや方がら見たも (7¥で吋 o)

.. .. .. • ． ． .. ...' .. 
ちゅういてん ちょうかくしょうがいしゃ うし

注意点 土虫 キ
ょ tと、

；瞑覚 F早 p 者は、後ろから呼び＇かけられても、ほとんど‘の人が気づ＇ぎ

たし

ませんが、撫ネ見をしているわけて｀＇はありません o

1大っせい ちょう~< ・-;ょうがい tと

また、発声がて＂きても、瞑見 l=F章宕ある人も＼ Iて、

き Lゅつい き

間二えな II二とに同国が気づ＇きにく II二ともあります。

1大んのう かる h‘.1， たた Lょうめん

反応が‘なければ｀、軽く屑を叩 IIて正面にまわ，，，てコミュニケーションをと，，，

て<rざ ~\IO

゜



ちょうかくしょうがいしゃ さいがいじ こま しえん りゅういてん

＊聴覚障害者が災害時に困ること・支援の留意点
さいがいじ こま

●災害時に困ること・・・--------------.-------こうほうしゃ こえ よ

＇ 
＇サイしンや広報車、声による呼びかけ、

I 

＇ 
＇ 

ひなんじょ かんないほうそう き ＇ 
＼ 

避難所での館内放送が聞こえない I ---------------------

ー`、ーなヽh
 

咋
届

｀
 

ゎ＂
心報注＂るわhヽ

 
hヽ
 
＿＿
 

．
 

、_‘ち
ょ命

．
 

ゞ
々
＂

立覚

'
一蒻（
、r己瞑（
 

tなんじ,, ,,うそう 3 

（疸恥所て"/l¥放送；ゲ`＂：：えな

だと

◆例えば、
ほうほう

こんな方法で．．．

ほうほう

方法G)

1まうほう

力法②

ちょうかく Lょっ岱"Lゃ おお ～え はな L w わ tつだ＇ん

瞑覚蹄宅名に、大きな声て｀＇話せば｀閉：：えるのか、牛話、菫諌が

tつよう

必要h‘‘
ほうほう かく Fん

コミュニケーションカ:五を問粒lJ.Lて<rど古い。
L w わ 二うわ t，，だんなと‘t，，ようじ｀ょう［まう，，た

牛言舌がて｀＇きなくても、口話や祖諌等て＇泌悪な情報を伝えて< r：：＼さい 0

ちょう似 lょうがいしゃ

瞑見 F章宅名は而二えな＼ lために、

tつよう じ＇ょうほう った

必要な情報が‘伝わらなか，，，たり、

きんきゅうじ'f• い き

緊急事懇に気づ＇＜二とが社れがちて＂す。

はし＇＂よ じ＇ょうほう

みなすんのちょ，，，とした配戊．て＂、情報から

ヒの二 あん Lんえ

取り残‘すれることなく、中心も得られます。

゜



さいがいじ こま

●災害時に困ること・・・-----------------------二巨至菜戸峨麟

＇ 
しゅうい

周囲とのコミュニケーションがうまくいかず
膵炒ァ

＇ ＇ 
ひなんじょ こりつ ' 

＼ 
避難所などで孤立してしまいがち I 

-----------------------✓ ；＂i五母` 1ま＂ぶ貨からは分かりづ＇ら＼ I五母` て` 、あるため、 ぃ覚
ら
瞑
つヽ

｀
 

わ＂
ん
分
深
い
自

よっ枢"Lゃ Lwつい t なんじ＇ょなと’ 二，1つ

榜害者て｀｀ある：：とが同国 l：：分かってもらえず、遅釉所等て` ＇孤立しがちて` す`。

なに はな

rみんな何を言もしてるんだ｀ろう・・・」
大んらく

「連絡 Lr~ ¥ 1 (/¥ l＝電乍iで＇きな＼ I • • • j 

たと

◆例えば、
ほうほう

こんな方法で．．．

ほうほう

方法の

1まう 1まう

力法②

ニま ようす 二え
ヽ士

困，，て＼ Iるホ集子の人が‘¥I t:::.り Fをかけてあt-t'て<rど ~\I 0 

て＂んわた＾ が て'’んキ

電話を棘まれたら、 Aヤ｀わりに電話をしてあげて<rざ ~\I 0 
ほちょうき すパ＇ がいわき

（補＇瞑器をつけて IIても全て 17¥会話硲閉こえるわけて｀＇はなく、

て＂んわ れんらく ちょうかく Lよっがいしゃ おお そnざ‘"

電話て` 連`絡がて` ‘きな＼ l瞑覚榜宅名が‘%＜存在しますo)

c （釦hりなビ‘て‘'伝える）
(A応わりに電滋をする）

゜



ぽうぽう

コミュニケーション方法
もう しゃ しえん

＊盲ろう者への支援・

もう Lゃ Lかく Lょうがい ちょう店 lょうヵ` い が も tと

ぶろう者とは、ネ見覚 F章宅と瞑見樟~害を併せキ寺つ人の二とて＂す。

もう Lゃ みがたき かたていビ＇ おお 心

ぶろう者は、そ (J\ 見えヵゃ閉二えヵ (J\~呈磨により、大き＜ゎける~ ::,~(J\ 4つ(J¥

勺イ千になります。

せんもう

・全tろう
ぜんもうなんちょう

・全店釉瞑

じ‘ゃく L

・稀ネ見ろう

じ‘ゃ<Lなんちょっ

・稀ネ見靭：瞑

たと

◆例えば、

まったみ まったキ

全く見えなくて全く間：：えない人

まったみ すニキ

全く見えなくて少し間：：える人

す二 み まった キ

少し見えて全く闊：：えない人

すこ み すこ キ

少し見えて少し閉：：える人

ほうほう

こんな方法で・・

笠な＇．せ し ＊ みみも :~n'f_.,,f,_, -,Jた
(8 F. aろう者 17¥耳元て＂Fを出して伝える）

--
（裔ギ註；ばろう屠ハ手をと，，て年＂言らをする

匁藷；国ろうふいえる

祖→：きすて`＇望藷する）

（年箸きよ字；年 17¥'!,.ら1=廿；＇て'’よがを會く）

もう しゃ 戸んどく いどう こんなん きんきゅう さい

盲ろう者は、単独での移動が困難です。緊急の際には、

いっしよ いどう とう はいりょ ねが

一緒に移動する等のご配慮をお願いします。

゜



ひなんじょ じょうほうていきょう

＊避難所での情報提供について・

*iぶ梵藷専`恥：： I太、 見てわかるi贅澤i複湛が‘ぷ呈て`＇す。

たと

例えば、
はいりょ ひつよう

こんな配慮が必要です。 ↓
 

ほうそつ ないよう 1t"じ` Iiん

・放送すれる内容は、キ島示椋やホワイトボードIl：：會く Q
じ‘ょう（まう雀 かみ は だ

・情報を eいた紙を貼り出す。

みみ 1, > L w わ，，うやく t，，ょう

. r耳の間二えない人はいますか？ Jr牛言舌通言Rl太必票て` ＇すか？」と

，，ヽ，，はだ

紙を貼り出す。

ば かみ

（貼り紙をする）
（ボード＼ l=會く）

L w わ，，うやくしゃ ようやく tっき L ゃ もう ，，うやく かいじ‘よいん lt,tん

牛話通訳者、票約団言t名、 Eろう通言R.介且§を派遣
せいビ＇ ちょうかく Lよっ岱いしゃ い ヤ 99硲いたいヤ＜

する制度もあります。瞑覚榜害名が居たら、努宅対策

［まん、l< ちょうかく Lよっ"‘’,Lゃじ｀ょうほう ちょうかく Lよっゎ‘’,Lゃ¢’んたい

本部や瞑覚桔害者、1青希セン勺ー、瞑覚桔害者田4本
ぎ` ょうせ 9， ふく L じ＇'> L よな'<!' れんらく

行政 17¥社社阜務所等に連絡をして<rざ古い 0

（簡二えなIIt人＇はいますか？と
かみ も

紙を守奇って 0矛吠h‘ltる）

l ● れんらくさき ヤ 99l ●つ キャ 99

（主な連絲央l太、 ＂` 訴終ベージ l~ 託叡しています o)

゜



ちょうかくしょうがいしゃ ひなんじょ

聴覚障害者にやさしい避難所（イメージ図）

ホワイトボード＇
臼なんじ‘ゅうみん 1 ，fs II :Jc 
避釉往民・ス勺、、II tヽ-^ （メモの貼り出し）
巾吠ペ

（キ註 L、ジ＇ェスチャー貨＇） ふ

3時h‘

和u
、I

ちょうかく L ょ五｀ 9 しゃよっじ｀ょう＇為じ‘• Lんそうち

瞑覚樟 p名用ヽト青希ゎ又イ言装置

ようやく tっきしゃ

票約箪言t者

しゃ

.'. ろう者
L屠

予謀Lます
4 
、●

牛認がで＇きます

今令

き きょうりよくし< L LめわんLょう なと‘ ヤいがいじ＇ ゥうこう

聞二えない二とや協力の意息を示す碗章やIいンダ'+等も、災字8寺には角効て＂す。

g炉’門，1直 II伝かないときは、崩たえない t人とかもしれませんo
債Lく合図してからコミュニケーションをとってみて<rどが IQ
兌仁そ`,.,~廷く、＊屈紐を合わす貨）
<t叫，心ぶ臼ぇづ＇らくなります。？底心石ン勺ンが‘あるぷ＇て＂す。
g 如えない互、涵＇片くて＂きる二とはたくすんあります。
4私，瓦蒻況、ときは、遠姐，しないて"iiえてくtどが IQ

゜



ちょうかくしょうがい かん

知っていますか？聴覚障害に関するマークやサービス

遥＾ ふ;マー q
J9ぶiぷふ二 ~Iこ望

コミュニケーションを表戎。
h‘つようれ99

;t用仔I
”だ’んたいおう ね岱

「望諌て＂対応をお晦 Iします」
tつ社＇ん たいおう

「望諌て＂対応します」

しゅキ

合牛言舌マー 7
ほん"7"≪' し＂わ あらわ キ

5本キ知て＂「牛言舌」を表し、輪，，，
て うさ’ tょう 9-fん

かて`＇牛の重 hきを表戎。
h‘，，ようれい

;t用仔I
L wわ たいおう ね岱

r牛話て` 、対応をお原いします」
L.,わ たいおう

r牛話て＂対応します」
全日本ろうあ連盟HPより

れ

つ

あ

n' ー

キ‘か吏

tll

き
P
o

n' 

勾
”
つ
〗
虹
。

ー
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イ
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レ
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コ
紐
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111

索四耐
LIt
施

マ

I
—
工
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詔
る
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n' 
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＾
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気
キ
‘
5
示

、
／リ

ダ

虚
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器
る
、
っ
用
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ぅ
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，
ょ
"
―
―

ょ

耳

＼

り

禾

ヒ
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已

梱
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て
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で＇んわ

電話IIレーサーeけ＜

っうや（ しゅわ もじ‘ おんせい

通訳オベレー勺が‘牛話・女字と音声を
つうやく

通言Rする：：とにより
で次ふ そう 1まうこう

電話て`＇ヌ又 7,toll：：つなく11サーe'スて＂す。
'<-99あわ 古ぎ ，999£んざ‘99だんほうじ＇ん
問合せ央；ー船財田法人

1=,しまんざ`いだ＇んて'’んわ

8本財田電話IIレーサーe1ス

み

台耳マー q
き 、3ヽじ＇巾う あらわ

聞二えが‘不自由な二とを表す
ど‘う c• キ t と

と同B寺にヽ肛圧えな＼ 1人・
キ はい'1.,
間二えにく＼ 1人^ 叫記も、を
ぁ` キ

集すマー '7o 
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